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　知的障害者福祉分野における地域生活移行が進められる一方で、家庭で知的障害者のケアを担っ
てきた親（とりわけ母親）の高齢化・病気等により、知的障害本人のQOL低下や「地域生活から
入所施設へ」といったケースも数多く報告され、知的障害者の地域生活継続支援が緊急の課題と
なっている。そこで、「知的障害者の親によるケアから社会的ケアへの移行」に向けた相談支援に資
するため、知的障害児・者の親の会の会員を対象としたアンケート調査を実施した。本稿では、「社
会的ケアへの移行に関連する要因」についての仮説を立て、相関分析・一元配置分散分析によって
仮説の検証を行った。その結果、従来の先行研究や相談支援従事者等の語りで指摘されてきた「母
子密着」だけではなく、社会的ケアへの移行には、母親の価値観、子どもの属性、社会との関わり、
経済的状況等、多様な要因が複雑に絡み合っている可能性が浮き彫りになった。
キーワード：知的障害者の地域生活継続支援、母親によるケア、社会的ケアへの移行、アンケート
　　　　　調査、障害者相談支援
1．研究の背景・目的
　近年、知的障害者福祉分野においては、「入所
施設から地域生活へ」という地域生活移行が進め
られている。その一方で、家庭において知的障害
者のケアを担ってきた親、とりわけ母親の高齢化・
病気等により、知的障害本人のQOLが低下した
り、親が倒れたために、本人が入所施設へ入所せ
ざるを得なくなったりするケースが、数多く報告
されている。すなわち、「入所施設から地域生活
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へ」の新しい動きの一方で、「地域生活から入所
施設へ」という従来の流れも依然として残ってい
るのである。さらに、ケアに行き詰まった親によ
る子どもの殺害や心中事件も起きており（夏堀
2007）、知的障害者の地域生活継続のための支援
が喫緊の課題である。
　このような現状の背景には「親によるケアの抱
え込み」や「母子密着」があると指摘されている
（麦倉　2004、西村　2009、植戸　2011、2012、
2014a、2014b）。そして、知的障害者の「安心・
安全・豊かな地域生活の継続」のためには、「親
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によるケアから社会的ケアへの移行に向けた支
援」が必要となるが、これまでの知的障害者福祉
分野の実践研究には、「地域生活継続支援」の視
点が十分ではない。そこで本研究では、「親によ
るケアから社会的ケアへの移行」に向けた相談支
援に資するため、知的障害児・者の親に対するア
ンケート調査を通して、「社会的ケアへの移行に
関連する要因」を探っていく。
1．調査の概要
（1）調査方法
　上記の目的を達成するために、まず、2009～
2012年度にかけて、相談支援事業所や通所施設の
相談支援従事者等への聞き取り調査を行い、知的
障害者と家族に対する相談支援の現状や課題を明
らかにした（植戸　2011、2014b）。しかし、こ
の聞き取り調査は支援者側からの視点を探るもの
であり、当事者である親の視点が欠けていること
は否めない。そこで次のステップとして、知的障
害者をケアしてきた親の置かれている状況や思い
を理解するため、親を対象とした調査を実施する
ことにした。そして、本調査は「母子密着」や「ケ
アの抱え込み」をテーマにした調査であるため、
聞き取り調査という方法では母親が答えにくいと
推測されたため、無記名式のアンケート調査の方
法を採用した。
　2014年2月、A市の知的障害児・者の親たち
が組織・運営するB会に依頼して、全会員に「依
頼文・質問票・返信用封筒」のセットを郵送して
もらった。本研究の趣旨に鑑みて、高校生以上の
知的障害児・者のいる人に回答してもらうよう記
し、回答は調査者に対して直接返送してもらうこ
ととした。質問項目は、本人に関する質問（基本
属性・生活状況・自立度・行動特性等）、親に関
する質問（基本属性・ケアに関する意識・社会参
加状況・ソーシャルサポート・子への思いや関わ
り・専門職との関係等）、サービス利用状況や経
済状況に関する質問である。質問項目を作成する
にあたり、3っの既存尺度の一部を本調査にふさ
わしい表現に変更して用いた。用いた既存尺度は、
ダウン症者の「自立へのかかわり尺度」（仁尾
2009）、「二次元リジリェンス要因尺度（BRS）」（平
野　2010）、そして「Zarit介護負担尺度日本語
短縮版」である。
　倫理的配慮として、事前にB会の役員に質問
票を示して調査の目的・概要にっいて口頭と文書
で説明し、調査協力の承諾を得た。会員への協力
依頼文では、回答は自由意思によること、無記名
であること、個人が特定されないよう統計的に処
理すること、結果は学会等で発表することを記し
た。また、「神戸女子大学ヒト研究倫理委員会」
の承認を得た。
　なお、アンケート調査の単純集計によって明ら
かとなった親によるケアの現状と課題について
は、すでに報告済みであるため（植戸　2015）、
本稿では調査結果のより詳細な分析の結果を報告
する。
（2）調査結果の概要
　送付した977通の質問票に対して451票の回答が
あり（回収率46．2％）、無効票・白票を除く449票
を有効票とみなした。本人の属性としては、平
均年齢は38．1歳（16～72歳、SD10．35）、男性が
66．8％に対して女性が32．1％、療育手帳の判定は、
重度が17．1％、中度が26．5％、軽度が17．1％であっ
た。84。4％の人が親と同居し、日中活動の場は通
所事業所が66．4％であった。回答者の属性として
は、母親が79．3％で大半を占め、平均年齢は65．2
歳（39～90歳、SD9．60）となっていた。
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皿．アンケート調査における仮説
（1）調査に先立つ仮説
　先述の相談支援従事者等への聞き取り調査の分
析からは、母親による子のケアの抱え込みにっい
て、以下のようなストーリーラインが浮かび上
がっていた。
　「今日の日本社会の中には、＜「知的障害者は親
と同居し、母親が愛情と責任をもってケアすべき」
という社会規範〉があり、それがく親子同居や母
親によるケアを前提とした法制度の仕組み〉や、
〈母親の代わりにならない社会資源〉という現状
にっながっている。また、知的障害者に対するス
ティグマや、地域や親族とのつながりの希薄化な
どから、＜地域住民が知的障害者や家族と距離を
置く〉ようになっており、〈親族が頼りにできな
い〉存在になっている。さらに、母親が知的障害
者のケアをすべきという社会規範は専門職の間に
も浸透し、〈専門職は母親にケアの担い手である
ことを求める〉傾向が強い。そして、この社会規
範は家庭内にも持ち込まれて、父親は母親に子ど
ものケアを任せてしまうため、＜父親は、子ども・
妻への関わり・理解・協力が不十分〉な状態になっ
ている。また、母親がケアすべきという社会規範、
母親のケアを前提とした法制度の仕組み、母親の
代わりにならない社会資源といった現状から、親
元から離れて地域で暮らす知的障害者が少なく、
＜知的障害者の地域自立生活のイメージが持てな
い〉のが現状である。一方、知的障害本人に注目
すると、ケアの必要度が高い、対応の難しい問題
行動があるなどのために、母親以外の人によるケ
アが困難とされたり、母子だけの濃密な関係が維
持されたりすることにより、〈本人は、母親の保
護下から抜け出すことが難しい〉状態になる。こ
れらの要因が相互作用しながら、母親が子どもの
ケアを担い続ける事態を招き、母親はケアのしん
どさや将来への不安を持ちっっも、他者に委ねる
ことができず、＜母親が子どものケアを抱え込
む〉ことになってしまう。」
　このストーリーラインを受けて、本アンケート
調査に際して次のような仮説を立てた。
　「母親の側の要因（母親の価値観／心理状態
／健康状態／社会参加／ソーシャルサポートな
ど）」、「子の側の要因（子の自立度／行動特性な
ど）」、「父子の関わりの要因」、「世帯の経済状況
の要因」が、「社会的ケアへの移行に向けた準備」
に影響を与えており、その「社会的ケアへの移行
に向けた準備」には、「母子が離れる時間」「サー
ビスの積極的利用」「ケアを他者に委ねようとい
う意向」「子の自立に向けた関わり」の4つの要
素が含まれる。
（2）仮説における従属変数と質問項目
　「社会的ケアへの移行に関連する要因」を測る
たあ、①母子が離れる時間、②サービスの積極的
利用、③ケアを他者に委ねようという意向、④子
の自立に向けた関わりを従属変数に設定した。こ
れらの従属変数に相当する質問項目は、以下のと
おりである。
①　母子が離れる時間
・ 問23：過去1ヶ月間に、平日母子が別々に過ご
　した平均時間数
・ 問24：過去1ヶ月間に、休日母子が別々に過ご
　した平均時間数
・ 問25：過去1年間に、ショートステイ・宿泊行
　事などで母親と離れて外泊した日数
・ 問26：過去1年間に、ショートステイ等以外で
　母親と離れて外泊した日数
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表1：「母子が離れる時間」に関連する仮説
従属変数
母子が離れる時間
　問23：平日別々時間
　問24：休日別々時間
　問25：SSによる別々日数
　問26：SS以外による別々日数 を多くする要因
母子が離れる時間
　問23：平日別々時間
　問24：休日別々時間
　問25：SSによる別々日数
　問26：SS以外による別々日数 を少なくする要因
独立変数
子の独立規範意識
　問78：親から独立すべき
就労状況
　問75：就労状況
ボランティァ・地域活動状況
　問76：V・地域活動
夫からのサポート
　問45：夫は子の世話に協力する
夫以外からのサポート
　問58：助けてくれる人の有無
子の口立度
　問3：療育手帳
　問4：障害程度区分
　間9：入浴動作
　問10：買い物行動
父子の関わり
　問46：父親の子への関わり度
　問47：父親の子への理解度
経済的状況
　問82：世帯平均月収
　問831暮らし向きのゆとり
母親役割意識
　問33：世話が張り合い
自助努力意識
　問77：自分で解決したい
ケアの負担感
　問39：子の行動に困る
　問40：世話を誰かに任せたい
　問41：子をどうしていいか
　問42：家族とっきあいづらい
　問43：社会参加が減った
子の問題行動
　問11：こだわり行動の有無
　間13：パニック日数
②　サービスの積極的利用
・問61：過去1ヶ月間に、ガイドヘルパーを利用
　した合計時間数
・ 問62：これまでにガイドヘルパーを利用してき
　た年数
・ 問66：過去1年間にショートステイを利用した
　合計日数
・ 問67：初めてショートステイを利用してからの
　年数
③　ケアを委ねようという意向
・問27：自分が世話できなくなった後の子どもの
　生活をどの程度思い描けるか（5：よく思い描
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表2：「サービスの積極的利用」に関連する仮説
従属変数 独立変数
子の独立規範意識
　問78：親から独立すべき
サービスの積極的利用
　問61：GH月の利用時間
　問62：GH利用年数
　問66：SS利用日数
　問67：SS利用年数　　　　　　　　を多くする要因
就労状況
　問75：就労状況
ボランティア・地域活動状況
　問76：V・地域活動
在宅サービスの満足度
　問64：GH評価点
専門職への信頼度
　問551専門職の子への理解度
　問56：専門職の家族への理解度
経済的状況
　問82：世帯平均月収
　問83：暮らし向きのゆとり
母親役割意識
　問33：世話が張り合い
サービスの積極的利用
　問61：GH月の利用時間
　問62：GH利用年数
　問66：SS利用日数
　問67：SS利用年数　　　　　　を少なくする要因
自助努力意識
　問77：自分で解決したい
健康状態
　問73：健康状態
ける～1：全く思い描けない）
・ 問28：子どもが親元を離れてグループホームな
どで生活することをどの程度想像できるか（51
よく想像できる～1：全く想像できない）
・ 問30：自分が世話できなくなった時のことを子
どもにどの程度伝えようとしているか（4：全
　く伝えようとしていない～11いっも伝えよう
　としている。分析においては数値を逆転させた）
・問31：自分が世話できなくなった時のことを家
族とどの程度話しているか（5：いっもしてい
　る～1：していない）
・ 問32：子どもの将来の生活や世話について行政
や支援センターにどの程度相談しているか（4：
全く相談していない～1：いっも相談している。
分析においては数値を逆転させた）
・問49：子どものことを近所の人に理解してもら
　うために日頃から気配りをしているか（5：い
　っもしている～1：していない）
・ 問63：ガイドヘルパーを無制限に利用できると
　したら、1回について本人がガイドヘルパーだ
　けと過ごすことができる最大時間数
④子の自立に向けた関わり
・ 問151本人は一人で通学・通勤・外出している
　か（5：いっもしている～1：していない）
・ 問16：本人は家事の一部を手伝っているか（同
　上）
・ 問17：本人は臼分でできることを自分でしてい
　るか（同上）
・問18：本人は規則正しい生活を送っているか
　（同上）
・ 問19：本人に、社会でのマナーやルールを教え
　ているか（同上）
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表3：「ケアを委ねようという意向」に関連する仮説
従属変数
ケアを委ねようという意向
　問27：世話不能時の生活を描く
　問28：親元を離れた生活を想像する
　問30：将来について子に伝える
　問31：将来にっいて家族と話す
　問32：行政やセンターに相談する
　問49：近所に気を配る
問63：GH最大利用可能時間 を強くする要因
ケァを委ねようという意向
　問27：世話不能時の生活を描く
　問28：親元を離れた生活を想像する
　問30：将来にっいて子に伝える
　問31：将来について家族と話す
　問32：行政やセンターに相談する
　問49：近所に気を配る
　問63：GH最大利用可能時間　　　　を弱くする要因
独立変数
子の独立規範意識
　問78：親から独立すべき
ケアの負担感
　問39：子の行動に困る
　問40：世話を誰かに任せたい
　問41：子をどうしていいか
　問42：家族とっきあいづらい
　問43：社会参加が減った
就労状況
　問75：就労状況
ボランティア・地域活動状況
　問76：V・地域活動
在宅サービスの満足度
　問64：GH評価点
専門職への信頼度
　問55：専門職の子への理解度
　問56：専門職の家族への理解度
夫からのサポート
　問45：夫は子の世話に協力する
夫以外からのサポート
　問58：助けてくれる人の有無
子の自立度
　問3：療育手帳
　問4：障害程度区分
　間9：入浴動作
　問10：買い物行動
子の問題行動
　問11：こだわりの有無
　間13：パニック日数
子の年齢
　間1：子の年齢
経済的状況
　問82：世帯平均月収
　問83：暮らし向きのゆとり
母親役割意識
　問33：世話が張り合い
自助努力意識
　問77：自分で解決したい
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　　　　　　　表41「子の自立に向けた関わり」に関連する仮説
従属変数 独立変数
子の自立に向けた関わり 子の独立規範意識
問15：一人で通学・通勤・外出 問78：親から独立すべき
問16：家事の手伝い 就労状況
問17：できることを自分でする 問75：就労状況
問18：規則正しい生活を送る
問19：マナーを教える
問20：読み書きを教える
ボランティァ・地域活動状況
　問76：V・地域活動
問38：健常児と同じ子育て 夫からのサポート
問48：本人のことを周囲に伝える 問45：夫は子の世話に協力する
問50：家族以外と交流させる 夫以外からのサポート
問51：地域活動に参加させる 問58：助けてくれる人の有無
問52：趣味の機会を作る　　　　　　を多くする要因 子の自立度
問3：療育手帳
問4：障害程度区分
問9：入浴動作
問10：買い物行動
子の自立に向けた関わり 母親役割意識
問15：一人で通学・通勤・外出 問33：世話が張り合い
問16：家事の手伝い 自助努力意識
問17：できることを自分でする 問78：自分で解決したい
問18：規則正しい生活を送る
問19：マナーを教える
問20：読み書きを教える
問38：健常児と同じ子育て
問48：本人のことを周囲に伝える
問501家族以外と交流させる
問51：地域活動に参加させる
問52：趣味の機会を作る　　　　　を少なくする要因
・ 問20：本人に読み書きや計算を教えてきている
か（同上）
・問48：周囲の人（親戚・友人・知人・近所の人
など）に本人のことを伝えているか（同上）
・問50：本人に家族以外の人と交流をさせている
か（5：いっもさせている～1：させていない）
・ 問51：本人を地域の活動に参加させているか
（同上）
・問52：本人に趣味や余暇活動の経験の機会を
作っているか（5：いつもしている～1：して
いない）
なお、「子の自立に向けた関わり」を尋ねる質
問は、仁尾による「自立へのかかわり尺度」を改
変して用いたものである。
（3）仮説における独立変数と質問項目
　上記の従属変数に関連すると考えられる要因と
して、①母親の要因、②子の要因、③父子の関わ
りの要因、④経済的状況を独立変数に設定した。
これらの独立変数に相当する質問項目は以下のと
おりである。
①　母親の要因
・問33（母親役割意識）：子どもの世話がどの程
　度自分の張り合いになっていると思うか（5：
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　強く思う～1：全く思わない）
・問77（自助努力意識）：困ったときも人に頼ら
　ず自分で解決したいと思うか（同上）
・ 問78（子の独立規範意識）：一般的に成人すれ
　ば親から独立すべきだと思うか（同上）
・ 問39（ケアの負担感）：子どもの行動に対して
　困ってしまうことがあるか（5：いっも思う～
　1：思わない）
・ 問40（ケアの負担感）：子どもの世話を誰かに
任せてしまいたいと思うことがあるか（同上）
・ 問41（ケアの負担感）：子どもに対して、どう
　していいか分からないと思うことがあるか（同
上）
・問42（ケアの負担感）：子どもの世話があるの
　で、家族や友人とっきあいづらくなっていると
思うか（同上）
・ 問43（ケアの負担感）：子どもの世話があるの
で、自分の社会参加の機会が減ったと思うか（同
上）
・ 問73（健康状態）：自分の健康状態はどのくら
いだと思うか（5：とても健康～1：健康でない）
・ 問75（就労状況）：お勤めや自営業など、仕事
をしているか（「週5日以上」、「週3～4日」、「週
　1～2日」、「仕事をしていない」の4っの選択
肢）
・ 問76（ボランティア・地域活動状況）：ボラン
ティアや地域活動（PTA、自治会、子ども会、
NPO活動など）に、どの程度参加しているか
（「週1回以上」、「月2回以上」、「月1回程度」、
「年に数回程度」、「参加していない」の5つの
選択肢）
・ 問45（夫からのサポート）：配偶者は、子ども
の世話や家事に協力してくれると思うか（5：
いっも思う～1：思わない）
・ 問58（夫以外からのサポート）：家族以外で、
　困ったことがあって自分の力ではどうしようも
　ないとき、助けてくれる人はいるか（「はい」「い
　いえ」の2っの選択肢）
・ 問64（在宅サービスの満足度）：ガイドヘルパー
　にどの程度満足しているか（10点満点で点数を
　つける）
・問55（専門職の子への理解）：最も身近な専門
　職は、子どもをよく理解していると思うか（5：
　強く思う～1：全く思わない）
・ 問56（専門職の家族への理解）：最も身近な専
　門職は、家族の気持ちをよく理解していると思
　うか（同上）
　なお、問39～問43は、「Zarit介護負担尺度日
本語短縮版」の8項目のうちの5項目を、本調査
にふさわしい表現に変更したものである。
②　子の要因
・ 問1（子の年齢）：子どもの満年齢
・ 問3（子の自立度）：療育手帳の判定（「A（重
　度）」、「B－1（中度）」、「B－2（軽度）」、「手帳なし」、
　「分からない」の5っの選択肢）
・ 問4（子の自立度）：障害程度区分（現・障害
　支援区分）（「区分1」、「区分2」、「区分3」、「区
　分4」、「区分5」、「区分6」、「非該当」、「認定
　を受けていない」、「分からない」の9つの選択
　肢）
・問9（子の自立度）：入浴動作（「服を脱ぐ」、「体
　を洗う」、「髪を洗う」、「服を着る」、の4項目
　にっいて、「一人でできる」、「できない」のい
　ずれかを選択）
・問10（子の自立度）：買い物行動（「品物を選
　ぶ」、「レジに持っていく」、「代金を払う」、「お
　っりが大体いくらか分かる」の4項目にっいて、
　「一人でできる」、「できない」のいずれかを選択）
・ 問11（子の問題行動）：スケジュール・持ち物・
　食べ物などに対して、こだわりがあるか（「あ
8
知的障害児・者の親によるケアから社会的ケアへの移行　一親へのアンケート調査から一
　る」、「ない」のいずれかを選択）
・ 問13（子の問題行動）：過去1ヶ月間にパニッ
　クのあった日数
③　父子の関わりの要因
・問46（父親の子への関わり度）：配偶者は、子
　どもとよく関わってくれていると思うか（5：
　いつも思う～1：思わない）
・ 問47（父親の子への理解度）：配偶者は、子ど
　ものことをよく理解していると思うか（同上）
④　経済的状況
・ 問82（経済的状況）：世帯の月の税込平均収入
　（万単位で記入）
・ 問83（経済的状況）：現在の暮らし向き（家計）
　にっいてどう感じるか（5：ゆとりがある～1：
　苦しい）
（4）具体的な仮説における従属変数と独立変数
　の関係
①　従属変数「母子が離れる時間」に関連する仮
　説（表1）
・ 「母子が離れる時間」を多くすると思われる独
　立変数は、「問78：親から独立すべき」「問75：
　就労状況」「問76：V・地域活動」「問45：夫は
　世話に協力する」「問58：助けてくれる人の有無」
　「問3：療育手帳」「問4：障害程度区分」「問9：
　入浴動作」「問10：買い物行動」「問46：父親の
　子への関わり度」「問47：父親の子への理解度」
　「問82：世帯平均月収」「問83：経済的ゆとり感」
　である。
・「母子が離れる時間」を少なくすると思われる
　要因は、「問33：世話が張り合い」「問77：自分
　で解決したい」「問39：子の行動に困る」「問
　40：世話を誰かに任せたい」「問41：子をどう
　していいか分からない」「問42：家族とっきあ
　いづらい」「問43：社会参加が減った」「問11：
　こだわり行動の有無」「問13：パニック日数」
　である。
②　従属変数「サービスの積極的利用」に関連す
　る仮説（表2）
・ 「サービスの積極的利用」を多くすると思われ
　る独立変数は、「問78：親から独立すべき」「問
　75：就労状況」「問76：V・地域活動」「問64：
　GH（ガイドヘルパー）評価点（在宅サービ
　ス満足度）」「問55：専門職の子への理解」「問
　56：専門職の家族への理解」「問82：世帯平均
　月収」「問83：経済的ゆとり感」である。
・ 「サービスの積極的利用」を少なくすると思わ
　れる独立変数は、「問33：世話が張り合い」「問
　77：自分で解決したい」「問73：健康状態」で
　ある。
③従属変数「ケアを委ねようという意向」に関
　連する仮説（表3）
・ 「ケアを委ねようという意向」を強くすると思
　われる独立変数は、「問78：親から独立すべき」
　「問39：子の行動に困る」「問40：世話を誰かに
　任せたい」「問41：子をどうしていいか」「問
　42：家族とっきあいづらい」「問43：社会参加
　が減った」「問75：就労状況」「問76：V・地域
　活動」「問64：GH評価点」「問55：専門職の子
　への理解」「問56：専門職の家族への理解」「問
　45：夫は子の世話に協力する」「問58：助けて
　くれる人の有無」「問1：子の年齢」「問3：療
　育手帳」「問4：障害程度区分」「問9：入浴動
　作」「問10：買い物行動」「問11：こだわりの有
　無」「問13：パニック日数」「問82：世帯平均月
　収」「問83：経済的ゆとり感」である。
・ 「ケアを委ねようという意向」を弱くすると思
　われる独立変数は、「問33：世話が張り合い」
　「問77：自分で解決したい」である。
④　従属変数「子の自立に向けた関わり」に関連
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する仮説（表4）
・ 「子の自立に向けた関わり」を多くすると思わ
れる独立変数は、「問78：親から独立すべき」
「問75：就労状況」「問76：V・地域活動」「問
45：夫は子の世話に協力する」「問58：助けて
　くれる人の有無」「問3：療育手帳」「問4：障
害程度区分」「問9：入浴動作」「問10：買い物
行動」である。
・ 「子の自立に向けた関わり」を少なくすると思
われる独立変数は、「問33：世話が張り合い」
「問78：自分で解決したい」である。
lV．結果の分析と考察
　上述の仮説を検証するために、従属変数及び独
立変数の尺度の種類に応じて、相関分析及び一元
配置分散分析を行った。
（1）「母子が離れる時間」に関連する仮説の検証
　結果
　従属変数を「母子が離れる時間」とした分析の
結果は、表5と表6のとおりである。
　まず、「問23：平日別々時間」と「問24：休日
別々時間」において、「問3：療育手帳」「問4：
障害程度区分」「問9：入浴動作」「問10：買い物
行動」との間に仮説どおりの関連が見られ、「子
の自立度が高いほど、母子が離れる時間が多い」
ということが分かった。アンケート調査に先立っ
て実施した相談支援従事者からの聞き取り調査に
おいては、「母子密着」に関連する要因として「本
人の自立度」についてはあまり言及されていな
かったが、母親に対するアンケート調査からは、
本人の自立度が大きな要因となっていることが明
らかになった。
　また、「問23：平日別々時間」や「問24：休日
別々時間」を多くする要因として、母親の独立規
範意識（問78：親から独立すべき）や就労状況
（問751就労状況）、経済状況（問82：世帯平均月
収）が関連していること、少なくする要因として、
ケアの負担感（問42：家族とつきあいづらい、問
43：社会参加が減った）が関連していることが、
仮説どおりの結果であった。
　一方、「問25：ショートステイ（以下、SS）に
よる別々時間」や「問26：SS以外による別々日
数」では、一部に仮説とは反対の「子の自立度
（問9：入浴動作、問10：買い物行動）が低いほ
ど、母子が離れる時間が多い」という結果が見
られた。知的障害者福祉においては、「本人の自
立訓練をねらいとした体験的なSSの利用」とい
うものがあるため、仮説においては「本人の自立
度が高ければ、母親がSSの利用や親戚宅への宿
泊などを通して、わが子の自立や社会的ケアへの
移行を進めようとするのではないか」と考えてい
た。しかし、分析結果からは、自立度の低い本人
をケアする母親が、ケアを担えない状況になった
時に、ケアを代替してくれるものとしてSSを利
用しているケースが多数を占めていることが推測
される。
　また、「問25：SSによる別々日数」を少なくす
る要因として「問33：世話が張り合い」という独
立変数を想定していたが、結果は反対に「世話が
張り合いと感じる母親は、SS利用によって別々
に過ごす日が多い」となっていた。相談支援従事
者の聞き取り調査では、「母親は子どもの世話に
一生懸命で、抱え込んでしまう」ということが強
調されたため、仮説では「世話が張り合いと感じ
る母親は、わが子のケアを他者に委ねずに自分で
抱え込むのではないか」と想定していた。しかし、
この分析結果からは、「母親たちは、自分がケア
できなければ、無理をして抱え込むのではなく、
むしろSSを利用して適切なケアを保障すること
が母親の役割と捉えている」という可能性が考え
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?表5　従属変数「母子が離れる時間」～相関分析の結果
問23：平日別々時間 問24：休日別々時間 問25：SSによる別々日数問26：SS以外による別々日数
問78：親から独立すべき（1－5） r－．170＊＊，p＝．004，　n＝279r－．037，p＝．529，　n＝290r＝．013，p＝．821，　n＝286r＝，112，p＝．060，　n；280
問75：就労状況（1－4） r＝．230＊＊，p＝．000，　n＝279r＝ユ85＊＊，p－．002，　n＝289r＝一　．126＊，p＝．033，　n＝284r＝一．038，p＝．530，　n＝277
問76：ボランティア・地域活動（1－4）r－．049，p＝．419，　n＝276r＝一．040，p＝．499，　n＝286r＝，058，p－．329，　n＝280r＝一．018，p＝．765，　n＝276
問45：夫は子の世話に協力（1－5） r－．024，p＝．722，　n＝219r＝一．043，p＝．520，　n＝224r＝一．018，p＝．785，　n＝223r＝．014，p＝．842，　n－218
問3：療育手帳（1－3） r＝．540＊＊，p＝．000，　n＝305r＝．427＊＊，p＝．000，　n＝314r＝一　．114＊，p＝．045，　n＝311r＝．081，p＝．160，　n＝299
??????
問4：障害程度区分（6－D r＝．470＊＊，p＝．000，　n＝216r＝．294＊＊，p＝．000，　n＝223r＝一，205＊＊，p＝，002，　n＝230r；， 54，p＝，422，　n＝223
問46：父親の子への関わり度（1－5） r＝一　．032，p＝．639，　n＝219r＝一．050，p＝．458，　n＝224r＝一．015，p＝822，　n＝223r＝．078，p＝．251，　n＝218
問47：父親の子への理解度（1－5） r＝．040，p－．559，　n＝220r＝．022，p＝．740，　n二225r＝．009，p－．895，　n＝224r－．010，p＝．880，　n＝219
問82：世帯平均月収 r＝．168＊，p＝．019，　n＝196r－．100，p＝．151，　n＝206r＝一．066，p＝．349，　n＝201r＝一．038，p＝．591，　n；199
問83：経済的ゆとり感（1－5） r＝．145＊，p＝．015，　n－279r－．086，p＝．143，　n＝291r＝一　．093，p－＝．115，　nニ287r＝一．077，p－．194，　n＝284
問33：世話が張リ合い（1－5） r＝一．033，p＝．571，　n＝297r＝一．021，p＝．712，　n＝309r＝．155＊＊，p＝．007，　n＝305r＝．015，p＝．797，　n＝294
問77：自分で解決したい（1－5） r＝．054，p＝．370，　n－282r＝一．051，p＝．384，　n－292r＝一　．038，p＝、515，　n＝289r＝．068，p≡．256，　n＝282
問39：子の行動に困る（1－5） r；一．118＊，p；．043，　n＝292r＝一．139＊，p＝．016，　n＝302r＝．104，p＝．073，　n＝297r＝．001，p＝．984，　n＝288
問40：世話を誰かに任せたい（1－5） r；一．135＊，p；．021，　n＝292r＝一．074，p＝．199，　n＝303r－．081，p＝．162，　n＝299r＝．023，p＝．697，　n＝289
少??????
問41：どうしていいか分からない（1－5）r＝一．041，p＝．489，　n＝292r＝．012，p＝．837，n＝304r＝．013，p＝．828，n；299r＝．022，p＝．704，　nニ289
問42：家族とつきあいづらい（1－5） r＝一．183＊＊，p＝．002，　n＝292r＝一．165＊＊，p＝．004，　n；302r＝．045，p＝．439，　n＝297r＝．035，p＝．551，　n－289
問43：社会参加が減った（1－5） r＝一．209＊＊，p＝．000，　n－293r＝一．149＊＊，p＝．009，　n＝304rご．078，p＝．176，　n－299r－．038，p＝．518，　n＝291
問13：パニック日数 r＝一．060，p＝．362，　n＝233r＝一．005，p＝．941，　n－244rこ．031，p＝．628，　n＝246r＝．087，p＝．181，nニ236
珊????????????????????????????????????
???
表6：従属変数「母子が離れる時間」～分散分析の結果
問23：平日別々時間 問24：休日別々時間 問25：SSによる別々日数 問26：SS以外による別々日数
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
問58：助けてくれる人の有無 7，6147，907F（1，272）一．895p＝．345 3，8113，459
F（1，283）一．685
P＝．409 7ユ2 2．75
F（1274）＝7．652＊＊
p＝．006
．61 ．35
F（1，268）；1．227
P＝．269
問9－1：服を脱ぐ 7，9465，797F（醐）＝24281緋p＝．000 4，044 1，700
F（輻305）＝11494綜
p＝．001 5．35 11．27
F（1β02）＝4．655＊
p＝．032
．47 ．15
F（1，290）－1．067
p＝．302
問9－2：体を洗う 8，6036，338F（1294）一π762＊＊p＝．000 4，720 2，315
F（L304）－34245＊＊
p＝．000 4．31 8．67
F（1，299）＝6．182＊
p＝．013
．46 ．36
F（1，288）一．230
p＿．632
問9－3：髪を洗う 8，6756，421F（1294）－79104＊＊p；．000 4，8462，364
F（1，304）－38⑳5罧
p＝．000 4．58 7．96
F（1，299）－3．780
p＝，053
、40 ．44
F（1，288）＝．044
p＝．834??????
問9－4：服を着る 8，1015，906F（1⑳4）＝40373＊＊p＝．000 4，250L793
F（L304）＝21294＊＊
p－．000 5．45 9．04
F（1，299）＝2．529
p＝．113
．43 ．36
F（1，288）＝．075
p＝．784
問10・1：品物を選ぶ 8，3686，664F（1296）－39523＊＊p＝．000 4，8212，087
F（1β03）－44976林
p＝．000 5．38 7．08
F（1，299）＝．931
p＝．335
．62 ．16
F（1，287）－4．946＊
p＝．027
問10－2：レジに持っていく 8，6466，508
F（L297）；7α774＊＊
p＝．000 5，0002，094
F（1，302）＝54013料
p＿．000 5．65 6．59
F（1β00）＝．285
P＝．594
．65 ．17
F（1，288）＝5．475＊
p－．020
問10－3：代金を支払う 9，0876，464F（1293）＝123ユ04将p＝．000 5，3912，266
F（L303）＝67439＊＊
p＝．000 5．04 695
F（1，297）－1．206
p＝．273
．64 ．26
F（1，287）＝3．328
P＝．069
問10－4：おつりが分かる 9，3757，005
F（1，288）－69910＊＊
p；．000 5，6933，099
F（12％）＝32397＊＊
p－．000 4．10 6．85
F（1，293）＝1．908
p＝．168
．36 ．46
F（1，281）＝ユ66
p－．684
????????
問11：こだわりの有無 7，7007，775
F（1，294）＝．066
P＝．798 3，6244，185
F（1β02）＝1．684
P＝．195 4．98 7．75
F（1，298）＝2．411
p二．122
．46 ．32
F（1286）；．469
P＝．494
刊
帥
知的障害児・者の親によるケアから社会的ケアへの移行　一親へのアンケート調査から一
られる。
（2）「サービスの積極的利用」に関連する仮説の
　検証結果
　2っ目の「サービスの積極的利用」を従属変数
とした仮説の分析結果は表7のとおりである。
　「サービスの積極的利用」のうち、「問66：SS
利用日数」を多くする要因が「問55：専門職の子
への理解」と「問56：専門職の家族への理解」で
あり、少なくする要因が「問73：健康状態」であ
ることが明らかとなった。ショートステイは、知
的障害のある本人が母親や他の家族の手から離
れて福祉施設に宿泊し、専門職によるケアを受
けるというサービスであり、母親にとっては、ガ
イドヘルプサービスやホームヘルプサービス以上
に、サービス利用に不安が伴うと考えられる。し
かし、専門職への信頼度が高ければ不安が軽減さ
れ、サービス利用が促進されるのではないか。一
方、母親に病気や高齢などの健康問題があれば、
ショートステイサービス以外に方法がなく、たと
え不安が残ったとしても、ショートステイサービ
スを利用せざるを得ないということが考えられ
る。あるいは、必要に迫られてショートステイを
利用したところ、専門職の対応が信頼できるもの
であったため、ショートステイを繰り返し利用す
るようになったというケースもあるだろう。
（3）「ケアを委ねようという意向」に関連する仮
　説の検証結果
　3っ目の「ケアを委ねようという意向」を従属
変数とした仮説の分析結果は表8と表9のとおり
である。
　まず、「問78：親から独立すべき」という母親
の独立規範意識が、「親元を離れた生活を想像し
（問28）、将来にっいて子どもや家族と話をし（問
30、問31）、行政に相談する（問32）」といったケ
アを委ねる意向を強くしていた。
　ケアの負担感にっいては、「子の行動に困り
（問39）、世話を誰かに任せたい（問41）」など、
「自分の手に負えない」という困り感を持ってい
ると、行政に相談したり（問32）近所に気を配っ
たり（問49）という行動につながると考えられる。
一方、同じケアの負担感でも、「家族とっきあい
づらい（問42）」「社会参加が減った（問43）」と
感じている母親は、むしろケアを委ねようという
意向が弱かった。普段から社会関係の乏しい母親
は、社会にケアを委ねようという気持ちになりに
くいことが推測される。
　また、ボランティアなどの地域活動に参加（問
76）している母親は、世話ができなくなった時の
ことや親元を離れた生活を思い描き（問27、問
28）、将来にっいて行政に相談したり近所に気を
配ったりして（問32、問49）、ケアを委ねようと
いう行動に出ている可能性がある。さらに、専門
職に対する信頼度が高い母親（問64、問56）も、
行政に相談したり近所に気を配ったり（問32、問
49）する傾向が見られた。これらのことから、社
会や他者に対して開かれた構えを持っ母親は、他
者にケアを委ねようという意向が強いことが推測
できる。
　本人の要因に着目すると、本人の自立度（療育
手帳、障害程度区分、入浴動作、買い物行動）や
年齢が高いことがケアを委ねる意向を強くすると
いう結果であった。特に、「問30：将来にっいて
子に伝える」においては、その関連が強く表れて
いた。ただ、例外として「問4：障害程度区分」
においては、「自立度が低いほど、より近所に気
を配る（問49）」という結果になっていた。この
理由としては、わが子の自立度が低い場合には、
近所の人たちの世話になる場面を想定して、普段
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?表7　従属変数「サービスの積極的利用」～相関分析の結果
問61：GH月の利用時間 問62：GH利用年数 問66：SS利用日数 問67：SS利用年数
問78：親から独立すべき（1－5） r＝一．009，p＿．909，　n＝149r＿一　．155，p＝．063，　n＝144r－．023，p＝．794，　n－136r＝．065，p＝．437，　n＝145
問75：就労状況（1－4） r＝．102，p－．215，　n＝149r；、120，p＝．152，　n－144r＝一　．124，p－．152，　n＝135r＝一　．139，p－．097，　n＝143
問76：ボランティア・地域活動（1－4）r＝一　．152，p＝．067，　n＝147r；一　．003，p＝．971，　n；／43r＝一．083，p－．340，　n＝135r＝．059，p－．488，　n＝142
問64：GH評価点 r＝一．140，p＝．092，　n＝146r＝一　．073，p；．382，　n＝146r＝．069，p＝．536，　n＝82 r；一　．012，p＝．909，　n＝89
??????
問55：専門職の子への理解（1－5） r＝一．012，p＝．889，　n＝134r－一　．004，p＝．968，　n－／27r＝．187＊，p－．041，　n＝119r＝．146，p－．096，　n；132
問56：専門職の家族への理解（1－5） r＝．088，p－．319，　n＝131r－．044，p＝．631，　n－124r＝．271＊＊，p≡．003，　n＝117r二．164，p＝．062，　n＝131
問82：世帯平均月収 r＝．068，p－．496，　n＝102r－一．063，p－．532，　n＝／00r＝．006，p；．953，　n＝95 r＝一．088，p＝．389，　n＝99
問83：経済的ゆとり感（1－5） r－．030，p＝．715，　n－151r－一．029，p＝．724，　n－／47r＝一．127，p－．142，　n＝136r＝一．133，p＝．106，　n＝148
問33：世話が張り合い（1－5） r＝．012，p＝．883，　n＝149r＝．036，p－．666，　n＝144r＝一　．051，p＝．561，　n＝134r＝．014，p－．870，　n＝145少??????
問77：自分で解決したい（1－5） r＝一．043，p＝．600，　n＝151r＝一．096，p＝．249，　n＝147r－．162，p＝．058，　n＝137r＝．050，p；．550，　n＝146
問73：健康状態（1－5） r＝一　．102，pニ．207，　n＝154r＝、075，p－．362，　n＝150r－一　．168＊，p－．048，　n＝140r＝一．065，p＝．424，　n＝152
苦
寸，
蹄
」○
表8　従属変数「ケアを委ねようという意向」～相関分析の結果
問27：世話不能時の
生活を描く（1－5）
問28：親元を離れた
生活を想像（1－5）
問30：将来について
子に伝える（仁4）
問31：将来について
家族と話す（1－5）
問32：将来について行
政に相談する（1－4）
問49：近所に気を
　配る（1－5）
問63：GH最大利
　用可能時間
問78：親から独立すべき（1－5） r弓033，p≡563，n＝315
r＝ユ24＊，p号02＆
n尋15
r＝276＊三P＝．㎜，
n－305
r＝167＊＊，p－．003，
n＝318
r＝140＊，p≡012
r1＝318
r≡066，p≡20a
n＝368
r≡065，p＝45a
n－137
問39：子の行動に困る（1－5） r；一．065，p弓237n＝329
r＝055，p号321，
n＝331
r＝∴004，p＝942，
n＿319
r＝－Dla　p弓816
n＝334
r≡089p≡104，
n＝335
r≡146＊＊，P＝£07
n＝344
r＝－D14　P三869，
n；134
問40：世話を誰かに任せたい（仁5）r＝∴066，p・＝．229n＝330
r≡059p弓287，
n＝332
r二〇79，p≡157
n＝320
r＝．062p汽254，
n＝335
r弓205＊＊，p＝．㎜，
n＿336
r≡117＊，p≡030
n＝344
r＝．047p≡589
n＝136
問41：子をどうしていいか（1－5） r＝一．119三p≡030n＝330
r；025p≡652
n＝331
r≡015p≡79L
n⊃21
r＝一℃oap≡959
n＝336
r≡147＊＊，p≡007
n＝336
r＝．029，p琶591，
n＝347
r＝02ap≡791，
n＝137
問42：家族とつきあいづらい（1－5）r＝－245＊＊，p＝．000，n＝330
r＝一．102p≡064，
n＝331
r＝一ユ3欲p弓015，
n＝319
r；一．183＊＊，p≡001，
n＝334
r＝－044，p三422
n＝335
r＝－D19　p≡717，
n＝349
r＝一｛灼3，p号280
n＝138
問43：社会参加が減った（1－5） r＝一ユ89＊＊，P≡001，n＝331
r＝－05Lp≡357，
n＝333
r＝一．089P≡11a
n＝321
r＝一．139三p＝011，
n＝336
r≡015p≡787
n＝337
r≡121三P弓02a
n＝350
r－一．092p≡282
n＝138
問75：就労状況（1－4） r＝－089，P≡114，n＝315
r＝－00τP≡897
n＿315
r≡070p＝．226
n＝304
r≒一．088，p≡116
n＝317
r＝一ユ24＊，p＝027
n＝318
r＝－07ap＝ユ59
n＝372
r二240＊㌻p≡004，
n＝139
問76：V・地域活動（1－4） r弓122＊，p≡03an＝312
r三127㌻p三〇25，
n＝311
r＝054p弓35L
n＝300
r≡080，p≡157
n＝313
r＝154＊，p≡006，
n＝314
r弓207＊三p≡00D，
n＿365
r＝128，p≡135
n＝137
問64：GH評価点 r弓1α弓P三21＆n＝130
r≡039p＝β6a
n＝131
r＝ユ44p≡10＆
n＝126
rぞ008，P弓92＆
n＝131
r＝183三pべ036，
n＝131
r＝一．049p－．558，
n＝143
r＝－051，p≡555，
n＝139
強?????
問55：専門職の子への理解（1－5）r弓087p≡162n＝262
r≡044，p＝．47＆
n＝259
r弓02ap－．654，
n＝252
r＝一．003，p＝961，
n＝263
r≡117p≡05＆
n＿264
r≡097p＝083，
n＝318
r＝一．119p＝ユ85
n＝126
問56：専門職の家族への理解（1－5）r＝107p三〇91，n＿250
r≡〔迫8，p＝448，
n＝248
r＝025p≡703，
n＿241
r＝065，p＝．307，
n＝252
r456三p号013，
n＝253
r＝153＊＊，p＝．008，
n＝3D3
r三〇〇2，P号985
n＝123
問45：夫は子の世話に協力（1－5）r；109p三〇87，n＝245
r≡08ap＝ユga
n＝248
r≡014，p＝83τ
n＝234
r号150三p≡01＆
n＝250
r≡113，p＝田4
n＝250
r≡100，p≡107，
n＿259
r＝151，p≡120，
n＝107
問3：療育手帳（1－3） r≡079p＝ユ47，n＝343
r≡083，p≡126
n＝344
r＝431粋，P弓COO，
n＝331
r＝170竺p≡002
n＝346
r≡065，p＝227，
n＝347
r＝∴084，P＝．oga
n＝405
r＝一の26p≡750
n＝150
問4：障害程度区分（1－6） r号126三p司047n－250
r≡126三p弓047
n＝250
r＝．272竺p＝㎜，
n＝235
r号048，p≡450，
n≡250
r≡094，p＝ユ40
n＝250
r＝一ユ42三p弓015，
n＿291
r≡136p弓12＆
n＝127
問13：パニック日数 r－一伍2p≡854，n＝259
r弓052，p－．403，
n；260
r＝－Dユ9，P弓766
n＝254
r＝－D2Lp三738，
n＝262
r弓131三炉D34，
n＝262
r≡009，P≡882
n＝302
r＝一．116芋．191，
n＝128
問1：子の年齢 r483㌣p≡001，n＝341
r三〇10，p＝．855，
n＝341
r弓249＊三P≡㎜，
n＝328
r二230＊＊，p＝．000，
n＝343
r≡151＊＊，p＝UO5，
n＝344
r弓03＆p≡449，
n＿404
r＝一．150，p≡069
n＝149
問82：世帯平均月収 r－一．122p三〇99，n＿220
r＝一ユ38三p号041，
n＝219
r－一．173＊，p＝012
n＝209
r＝－D7qp＝306，
nこ218
r＝一ユ52＊，p≡025，
n＝219
r＝－082，p≡1ga
n＝253
r＝ユ07，ロ．297，
n＝97
問83：経済的ゆとり感（1－5） r－一．011，p弓842n＝317
rニー．053，p・＝346，
n＝319
r≡049p＝．3ga
n＝306
r＝一℃02P号968，
n＝320
r弓011，p－842，
n⊃21
r弓075，p＝．145
n＝378
r二〔お4，p弓448，
n＝141
要弱
因く
　す
　る
問33：世話が張り合い（1－5） r－180＊＊，p＝℃OLn＝335
r≡123＊，p－024，
n－337
r；ユ07，p＝．055，
n＝326
rぞ162㌣p号003，
n＝340
r≡206＊㌻p三〇〇〇，
n＿341
r弓212特，p＝㎜，
r1＝350
r＝－D4＆p≡57＆
n＝138
問77：自分で解決したい（1－5） r≡005P＝927n＝319
r＝－012，p≡826
n＝319
r三〇9Lp≡109
n＝309
r＝－01ap二81a
n＝321
r＝－04ap弓448，
n＝322
r≡004，P≡944，
n＿377
r＝一皿7p＝308，
n＝141
?????????????????????????ー?????????????
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表9　従属変数「ケアを委ねようという意向」～分散分析の結果（1／2）
問27：世話不能時の生活を描く（1－5）問28：親元を離れた生活を想像（1－5）問30：将来について子に伝える（仁4）問31：将来について家族と話す（1－5）
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
問58：助けてくれる人の有無 2．89 2．65F（1，302）＝2．911，P＝．089 2．82 2．53
F（1，302）－5．387，
p＝．021 2．47 2．49
F（1，292）＝．023，
p＝．881 2．62 2．68
F（1，306）＝．178，
p；．673
問9－1：服を脱ぐ 2．86 266F（1，333）＝．943，p＝．332 2．74 2．37
F（1β34）＝3．843，
p＝．051 2．56 1．93
F（1，321）＝9．109＊＊，
p＝．003 2．67 2．43
F（1，337）＝1．435，
p－．232
問9・2：体を洗う 2．97 2．64
F（1，329）＝6．779＊，
p＝．010 2．80 2．59
F（1，330）－3．098，
P＝．079 2．74 2．09
F（L319）－30．660㌣
p＝．000 2．79 2．40
F（133）＝9701＊＊，
p＝．002
問9－3：髪を洗う 2．96 2．68
F（1，329）＝5ユ11＊，
p；．024 2．79 2．62
F（1β30）－2．096，
P＝．149 2．79 2．08
Fα319）＝38798＊三
p＝．000 2．79 2．45
F（1β33）＝7625＊＊，
p＿．006
問9－4：服を着る 2．88 2．64
F（1，329）＝2．021，
P＝．156 2．79 2．37
F（1β30）＝7616＊＊，
p＝．006 2．60 1．92
F（L319）ニ1＆603竺
p＝．000 2．71 2．29
F（1β33）＝6908＊㌧
P＝．009
強?????
問10－1：品物を選ぷ 2．95 2．65
F（1，331）－5．476＊，
p＝．020 2．77 2．61
F（1β31）＝1．790，
p－．182 2．74 2．08
F（1β18）－32364㌣
p≒．000 2．78 2．46
F（1β34）－6．109＊，
p－．014
問10－2：レジに持っていく 293 2．72F（1，329）＝2．755，P＝．098 2．82 2．55
F（1β29）＝5．181＊，
p－．023 2．77 2．08
F（1β16）議794三
p＝．000 274 2．51
F（1β32）＝3．245，
p＝．073
問10－3：代金を支払う 2．90 2．76F（1，329）＝1．253，p＝．264 2．85 2．58
F（1，328）＝5．392＊
p＝．021 2．91 2．10
Fα316）朝210㌣
p＝．000 2．78 2．51
F（1β32）－4978＊，
p＝．026
問10－4：おつりが分かる 2．95 2．79
F（1，322）＝1．287，
p＝．257 2．89
2．64
F（1，322）＝3．528，
p；．061 3．03 2．29
F（1β11）－33．蹴＊㌧
pゴ．000 2．85 2．58
F（1β25）＝3．712，
p＝．055
問11：こだわりの有無 2．80 2．89F（1，329）＝．434，p＝．511 2．72 2．71
F（1β30）＝．007，
P＝．931 2．52 2．46
F（1，317）＝．258，
p＝．612 2．75 2．50
F（1β33）＝3．764，
p；．053
百［
蹄
」べー
表9：従属変数「ケアを委ねようという意向」～分散分析の結果（2／2）
問32：行政に相談する（1－4） 問49：近所に気を配る（1－5） 問63：GH最大利用可能時間
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
問58：助けてくれる人の有無 1．89 1．67
F（1，308）－4．898＊，
p－．028 2．87 2．24
F（L361）＝19742＊三
p＝．000
7．69 6．80
F（1，139）＝．805，
p＝．371
問9－1：服を脱ぐ 1．82 1．56
F（1β37）＝3．011，
p＝．084 2．64 236
F（1，393）；1．446，
p－．230 7．39 5．47
F（1，144）＝1．705，
P＝．194
問9－2：体を洗う 1．84 1．71
F（1，333）＝1．782，
p＝．183 2．54
2．70
F（1，390）ニ1．202，
p＝．274
8．40 5．84
F（1，144）＝＆537＊＊，
p＝．004
問9－3：髪を洗う 1．83 1．74
F（1，333）＝．909，
p＝．341 2．54
2．68
F（1，390）＝1．032，
p＝．310 8．59
5．86
F（1，144）＝9859＊ち
p＝．002
問9－4：服を着る 1．82 1．66
F（1β33）－1．757，
p－．186 2．65 2．37
F（1，390）－2．332，
p＝．128 7．70
5．22
F（1，144）－4978＊，
p＝．027
強?????
問10－1：品物を選ぶ 1．82 1．75
F（1，334）ニ．535，
p＝．465 2．63
2．57
F（1，392）＝．188，
p＝．665 7．43
6．89
F（1，144）＝．360，
P－．549
問10－2：レジに持っていく 1．84 1．73
F（1β33）＝1．468，
p＝．227 2．55
2．64
F（1，386）＝．334，
p＝．564 8．01
6．22
F（1，144）－4．039＊，
p＝．046
問10－3：代金を支払う 1．85 1．73
F（1，332）＝1．669，
P＝．197 2．53 2．68
F（1，388）－1．089，
P＝．297 7．73 6．68
F（1，144）－1．406，
p－．238
問10－4：おつりが分かる 1．86 1．78
F（1，325）一．647，
p－．422 2．43 2．66
F（1，382）＝2．013，
p＝．157
8．46 6．99
F（1，143）＝1．357，
p＝．246
問11：こだわりの有無 1．87 1．66
F（1，333）＝5．181＊，
p＝．023 2．77
2．37
F（1β82）＝7911＊＊，
p－．005 7．03 7．67
F（1，142）一．460，
P－．499
書
田
廊
珊??????????????????????????????????ー
植戸　貴子
から近所に気を配って、理解と協力を得ようとし
ていることが考えられる。
　一方、経済的状況にっいては、「ゆとりがある
方がケアを委ねる意向が強い」という仮説に反し
て、「世帯収入の少ない場合（問82）に、親元を
離れた生活を想像し（問28）、将来にっいて子に
伝え（問30）、行政に相談している（問32）」とい
う結果であった。経済状況についての主観的なゆ
とり感（問83）には有意な関連が見られなかった
ことから、実際に収入の少ない母親たちは、将来
に対して不安を抱いてケアを委ねることを考える
可能性が考えられる。
　また、仮説と大きく異なったものとしては、「問
33：世話が張り合い」が挙げられる。仮説の段階
では、「母親役割意識が強い母親は、子の世話に
専念することに張り合いを感じて、子のケアを抱
え込んでしまい、他者にケアを委ねる意向が弱い
のではないか」と推測していた。しかし、分析結
果からは、「熱心に子を世話し、張り合いと感じ
る母親は、将来の生活を思い描き、家族や行政に
相談したり近所に気を配ったりしている」という
ことが分かった。相談支援従事者が捉えた「ケア
を抱え込む熱心な母親像」は異なり、「わが子の
将来に向けて、ケアを委ねる準備に取り組んでい
る熱心な母親像」が浮き彫りとなった。
（4）「子の自立に向けた関わり」に関連する仮説
　の検証結果
　4つ目の「子の自立に向けた関わり」を従属変
数とした仮説の分析結果は表10と表11のとおりで
ある。
　「子の自立に向けた関わり」に関連する要因の
分析結果からは、まず母親の要因として、「独立
規範意識（問78：親から独立すべき）」において、
「子の自立に向けた関わり」（「問15：一人で外出」
「問17：自分でする」「問19：マナーを教える」「問
20：読み書きを教える」「問52：趣味の機会を作
る」）を多くする傾向があることが分かった。そ
れに対して、「問181規則正しい生活を送る」「問
48：本人のことを周囲に伝える」「問50：家族以
外と交流させる」においては有意な関連が見られ
なかった。母親の独立規範意識は、「本人ができ
ることを増やそう」という行動にっながるが、「家
族以外の周囲の人との関わりを増やそう」という
行動には必ずしもっながっていないことが窺われ
る。
　一方、「母親役割意識（問33：世話が張り合い）」
は、「子の自立への関わりを少なくするであろう」
というのが当初の仮説であったが、一部を除いて
全く反対の結果が得られることとなった。「わが
子の世話が張り合いだ」と感じている母親には、
子どもに規則正しい生活を送らせ（問18）、マナー
を教え（問19）、健常児と同じ子育てを心がけ（問
38）、本人のことを周囲に伝え（問48）、家族以
外と交流させ（問50）、地域活動に参加させ（問
51）、趣味の機会を作る（問52）という傾向が見
られた。先行研究や相談支援従事者の語りにあっ
た「子のケアを抱え込み、子の世話を張り合いと
する母親」とは異なり、今回の調査に協力してく
れた母親たちは、子の自立に向けたさまざまな働
きかけを行うことを自分の役割と考え、そこに世
話の張り合いを感じているようであった。
　さらに、母親の「自助努力意識（問77：自分で
解決したい）」に関しては、仮説では「『人に頼ら
ず何でも自分で解決したい』と思う母親は、子の
ケアをすべて自分でやってしまおうとするため、
子の自立を促すような関わりは少ないのではない
か」と考えていた。しかし、調査結果を見ると、
自助努力意識の強い母親は「子の自立に向けた関
わり」が多い傾向にあり、子どもに家事の手伝
18
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表10：従属変数「子の自立に向けた関わり」～相関分析の結果（1／2）
問15：一人で外出
　　　（1－5）
問16：家事の手伝い
　　　（1－5）
問17：自分でする
　　　（1－5）
問18：規則正しい生
　　　活（1－5）
問19：マナーを教え
　　　る（1－5）
問20：読み書きを教
　　　える（1－5）
問78：親から独立すべき（1－5） r＝．209＊＊，p＝．000，n＿379
r；．126＊，p＝．014，
n＿383
r≡141＊㌻p≡006，
n＝378
r三〇68，p＝ユ84
n＝378
r＝．170＊＊，p＝．001，
n＝373
r＝．200＊＊，p＝．000，
n＝369
問75：就労状況（1－4） r＝．215＊＊，p＝．000，n－384
r；．221＊＊，p＝．000，
n－388
r≡132㌣p号010，
n＝383
r－－D13　P号7肌
n＝383
r－．060，p＝．245，
n＝376
r＝．085，p＝．101，
n＝373
問76：V・地域活動（1－4） r＝．076，p＝．139，n－378
r－．042，p－．418，
n＝381
r≡094，p≡068，
n＝376
r＝097，P＝061，
n＝376
r＝．140＊＊，p＝．007，
n＝370
r；．130＊，p＝．012，
n＝369
??????
問45：夫は子の世話に協力（1－5）r＝一．011，p＝．854，n＿265
r＝．123＊，p＝．044，
n＿268
r三〇72，p号243，
n＝264
r弓079p＝1％，
n＝267
r＝．069，p＝．270，
n＝261
r＝．067，p－．287，
n＝257
問31療育手帳（1－3） r－．655＊＊，p＝．000，n＝424
r＝．379＊＊，p＝．000，
n＝429
r三351＊＊，p＝．〔〕00，
n＝423
r≡186＊＊，p三〇〇〇，
n＝422
r＝．199＊＊，p＝．000，
n＝415
r＝．417＊＊，p＝．000，
n＝408
問4：障害程度区分（1－6） r－．638＊＊，p－．000，nニ301
r＝．416＊＊，p＝．000，
n＝306
r≡420㌣P≡000，
n＝299
r455＊，　p号00τ
n＝300
r＝．298＊＊，p＝．000，
n＝294
r＝．347＊＊，p＝．000，
n＝290
問33：世話が張り合い（1－5） r＝一．105＊，p＝．046，n＝363
r＝．080，p＝．125，
n＝367
r号050，p弓345，
n＝362
r≡139罧，p号008，
n＝364
r＝，159＊＊，p＝，003，
n＝357
r＝一．059，p＝．269，
n＝350
少??????
問77：自分で解決したい（1－5） r＝．067，p＝．188，n＝389
r＝．108＊，p＝．033，
n＝393
r二103＊，p≡04a
n＝388
仁口7P≡13α
n＝388．
r－．123＊，p－．016，
n＝381
r＝．029，p＝．570，
n＝378
??????????????????????????ー??????ー??????
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表10　従属変数「子の自立に向けた関わり」～相関分析の結果（2／2）
問38：健常児と同じ
　　　子育て（1－5）
問48：本人のことを
　　　伝える（1－5）
問50：家族以外と交
　　　流させる（1－5）
問51：地域活動に参
　　　加させる（1－5）
問52：趣味の機会を
　　　作る（1－5）
問78：親から独立すべき（1－5） r＝，124＊，p＝．030，n＝309
r＝．047，p＝．364，
n＝371
r＝．101，p＝．054，
n＝363
r＝．126＊，p＝．015，
n＝372
r＝．234＊＊，p－．000，
n＝358
問75：就労状況（1－4） r＝．039，p－．489，n－311
r＝一．025，p＝．632，
n＿375
r＝．050，p＝．336，
n＝368
r；．021，p＝．681，
n＝376
r＝．105＊，p＝．047，
n＝360
問76：V・地域活動（1－4） r－．050，p＝．388，n＝305
r－．176＊＊，p＝．001，
n＝369
r＝．228＊＊，p＝．000，
n＝362
r＝．249＊＊，p＝．000，
n＝370
r＝．226＊＊，p＝．000，
n－355
??????
問45：夫は子の世話に協力（1－5）r＝，131＊，p＝．040，n＝246
r＝．174＊＊，p＝．005，
n＝260
r＝．163＊＊，p＝．009，
n＝256
r＝．120，p＝．051，
n＝264
r＝．142＊，p二．024，
n；252
問3：療育手帳（1－3） r＝．175＊＊，p＝．001，n＝337
r＝一．122＊，p－．014，
n＝409
r＝．236＊＊，p＝．000，
n＝402
r＝，128＊＊，p＝．010，
n＝412
r＝，171＊＊，p＝．001，
n＝396
問4：障害程度区分（1－6） r＝．117，p－．067，n＝244
r＝一．137＊，p＝．019，
n－294
r＝．158＊＊，p＝．007，
n＝289
r＝．148＊，p＝．011，
n－296
r＝．223＊＊，p＝．000，
n－285
問33：世話が張り合い（1－5） r＝，133＊，p＝．015，n＝333
r＝．189＊＊，p＝．000，
n＝350
r＝．144＊＊，p＝．008，
n＝345
r＝．169＊＊，p＝．001，
n＝353
r＝．129＊，p＝．017，
n＝339
少??????
問77：自分で解決したい（1－5） r－．080，p＝．156，n＝314
r＝．035，p＝，494，
n＝380
r＝．074，p－．152，
n；373
r－．058，p＝259，
n－381
r＝．095，p－．068，
n＝365
刊
蹄
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表11従属変数「子の自立に向けた関わり」～分散分析の結果（1／3）
問15：一人で通学（1－5） 問16：家事の手伝い（1－5） 問17：自分でする（1－5） 問18：規則正しい生活（1－5）
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
問58：助けてくれる人の有無 2．90 3．14F（1β70）＝1．475，p－．225 2．54 2．44
F（1β72）一．453，
p＝．501
3．54 3．46
F（1，366）＝．296，
p－．586
4．09 3．92
F（1，366）＝2．258，
p＝．134
問9－1：服を脱ぐ 3．25 1．15F（L413）＝51134＊三p＝．000 2．67 1．22
F（L418）＝50．063㌣
p＝．000 3．75 1．75
F（L412）＝10且5ゾ
p＝．000 407 3．66
F（1，411）＝5．192＊，
p＝．023
問9－2：体を洗う 4．02 ユ．35F（L408）噸751㌣p＿．000 3．05 1．6ユ
F（L413已56〔培1㌣
p＝．000 4．06 2．66
NL蜥）＝142θα謄，
p＝．000 4．18 3．76
F（L407）；14、668㌣
p＝．000
問9－3：髪を洗う 4．13 1．46阻鵬）郭83騨，p＝．000 3．07 1．72
F（L413＞＝1鍛〔π更
p；．000 4．07 2．78
K14の＝12L864竺
p＝．000 4．19 3．78
F（L407）＝14泊〕㌣
p＝．000??????
問9－4：服を着る 3．41 1．26F（L409）＝ga455㌣p＝．000 2．77 1．29
F（L414）＝9ユ773㌣
p＝．000
3．84 2．04
F（L408）＝1姐61㌣
p＝．000 4．09 3．67
F（1，407）＝＆678＊＊，
p＝．003
問10－1：品物を選ぶ 3．81 1．78F（L411）－153738三p＝．000 2．92 1．84
F（L415）－7＆339㌣
p＝．000 3．96 2．86
F（L409）＝79443㌣
pニ．000 4．13 3．88
F（1，409）＝4．992＊，
pニ．026
問10－2：レジに持っていく 4．06 1．58KL406）＝邪．6％㌣p＝．000 3．05 1．75
KL409）＝124祝三
p＝．000 4．02 2．86
F（L4〔辺）＝89．9％㌣
p＝．000 4．20 3．81
F（L403）＝1a231＊三
p＝．000
問10－3：代金を支払う 4．40 1．72Fα4〔π）4皿932竺p＝．000 3．21 1．84
F（L412）＝1〔口180淋，
p＝．000 4．19
2．91
Fぱ406）＝119685㌣
p＝．000 4．27 3．80
F（L405）－1a753㌣
p＝．000
問10－4：おつりが分かる 4．68 2．36
F（1βθ9）＝168501㌣
p；．000 3．39 2．16
F（L404）－83419持，
p＝．000 4．35 3．21
F（L398）＝67944㌣
p＝．000 4．33 3．91
F（L397）＝11849㌣
p＝．001
??????????????????????????????????????
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表11：従属変数「子の自立に向けた関わり」～分散分析の結果（2／3）
問19：マナーを教える（1－5） 問20：読み書きを教える（1－5）問38：健常児と同じ子育て（1－5）問48：本人のことを伝える（1－5）
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
問58：助けてくれる人の有無 3．81 3．64
F（1，361）－1．775，
p＝．184 2．83 2．80
F（1，353）＝．030，
p＝．862 3．55 3．26
F（1，297）＝3．262，
p＝．072 3．92
3．38
F（L362）＝1＆219料，
p－．000
問9－1：服を脱ぐ 3．78 2．49F（L405）＝4275ゾp；．000 2．90 1．51
F（輻398）＝36919㌣
p＝．000 3．52 2．85
F（1β26）－7845＊㌻
p＝．005 3．67 3．82
F（1β97）＝．568，
p－．452
問9－2：体を洗う 3．90 3．21F（L401）＝34401竺p＝．000 3．19 2．06
F（L395）＝68．538㌣
p－．000
3．59 3．24
F（1β22）－5．391＊，
p＝．021 3．64 3．75
F（1，393）一．751，
p＝．387
問9－3：髪を洗う 3．93 3．25F（L401）ぷ2ぴ，p；．000 3．23 2．11
F（L395）＝7工703㌣
p＝．000 2．62 3．23
F（1β22）＝6．899＊＊，
P＝．009 3．63 3．75
F（1，393）＝．895，
p＝．345??????
問9－4：服を着る 3．84 2．65
F（1401）＝63D51＊＊，
p＝．000 2．98
1．78
F（L395）＝45038㌣
p＝．000 3．56 2．96
F（1β23）＝9．874＊＊，
p＝．002 3．66 3．77
F（1β94）＝．492，
p＝．483
問10－1：品物を選ぷ 3．94 3．20F（L403）－41476＊三p＝．000 3．14 2．18
F（L397）＝49182＊㌻
p－．000
3．60 3．19
F（1β26）＝7．431＊＊，
p＝．007 3．70 368
F（1，396）一．022，
p－、883
問10－2：レジに持っていく 3．95 3．27
F（1，3〔π）－315勿㌣
p＝．000 3．27 2．09
F（L390）＝79919＊三
p＝．000 3．65 3．15
F（1β23）－11935＊三
p＝．001 3．66 3．74
F（1β89）＝．387，
p＝．534
問10－3：代金を支払う 4．05 3．26
F（L399）＝5LO21＊＊，
p－．000 3．40 2．18
F（L393）＝89472畔，
p＝．000 3．69 3．22
F（1β24）＝10754料，
p＝．001 3．68 3．71
F（1β92）＝．090，
p＝．765
問10－4：おつりが分かる 4．11 3．49
F（L391）－22682＊㌧
p－．000 3．60 2．44
F（L384）＝5913〔戸，
p＝．000 3．70 3．36
F（1，315）＝4．087＊，
p＝．044 3．56 3．75
F（1β84）－1．986，
p＝．160
刊
?
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表11：従属変数「子の自立に向けた関わり」～分散分析の結果（3／3）
問50：家族以外と交流させる（1－5）問51：地域活動に参加させる（1－5）問52：趣味の機会を作る（1－5）
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
あり
できる
なし
できない 分散分析
問58：助けてくれる人の有無 3．00 2．36F（L356）－22363≡p＝．000 1．83 1．46
F（1，3〔汚）＝11005＊㌻
p；．001 2．71 2．26
F（1β53）＝9417＊三
p＝．002
問9－1：服を脱ぐ 2．78 2．35
F（1，391）＝3．719，
p＝．055
1．70 1．51
F（1，400）ニ1．166，
p＝．281 257 1．92
F（1β84）＝7560＊＊，
p＝．006
問9－2：体を洗う 2．90 2．41F（1，389）－1a734㌣p＝．000 ユ．73 1．56
F（1，396）＝2．747，
Pニ．098 2．74
2．ユ0
F（L381）＝鋤715＊三
p＝．000
問9－3：髪を洗う 2．96 2．39F（L389）－19475㌣p＝．000 1．74 1．57
F（1，396）＝2マ63，
P－．097 2．79 2．09
F（L381）一宏668㌣
p＝．000
多?????
問9－4：服を着る 2．81 2．29
F（1β89）＝9ユ53＊＊，
p＝．003 1．71 1．48
F（1β97）＝2．841，
P＝．093 2．62 1．89
F（L382）＝16233㌣
p＝．000
問10－1：品物を選ぷ 294 2．41F（L391）＝1a鵬㌣pニ．000 1．80 1．49
F（1β99）＝＆679＊＊，
p＝．003 2．76 2．13
F（瓦3田）＝2α525㌣
p＝．000
問10－2：レジに持っていく 3．04 2．33F（L384）＝2993㍗p＝．000 1．85 1．44
F（L393）＝15664㌣
p＝．000 2．85 2．04
F（L378）－34乏菊8㌣
p＝．000
問10－3：代金を支払う 3．13 2．37F（L387）＝36．053三pニ．000 1．86 1．51
F（1β95）＝11693㌣
p；．001 2．93 2．12
F（L3留）＝36672㌣
p＝．000
問10－4：おつりが分かる 3．12 2．61F（L381）－11953㌣P＝．001 1．95 1．59
F（1β88）＝9172＊＊，
p＝．003 2．87 2．37
F（L374）＝10088㌣
p＝．002
?????????????????????????ー??????ー??????ー
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いをさせ（問16）、自分でできることをさせ（問
17）、マナーを教えていた（問19）。「自分で解決
したい」という母親の思いは、「わが子にも自分
で解決できるようになってもらいたい」という思
いにつながっていることが推測される。
　また「就労状況（問75：就労状況）」は、「問
15：一人で外出」「問16：家事の手伝い」「問17：
自分でする」などとの間に有意な関連があり、
「働く母親は、本人が自分で身の回りのことをし、
家の手伝いをするよう促している」のか、あるい
は「本人が身の回りのことや家の手伝いができる
ため、母親が働きに出られる」のいずれかが考え
られる。
　それに対して、母親のもう一っの社会参加を
示す「ボランティア・地域活動（問76：V・地域
活動）」を見ると、「問19：マナーを教える」「問
48：本人のことを伝える」「問50：家族以外と交
流させる」「問51：地域活動に参加させる」「問
52：趣味の機会を作る」などと有意な関連があ
り、「地域に出ていく母親は、本人が社会とっな
がるような関わりをしている」、あるいは「本人
が社会とのっながりを持てるよう、母親自身が地
域との関係を築いていこうとしている」ことが考
えられる。同じ母親の社会参加状況でも、就労す
る母親と、地域活動に参加する母親とでは、子の
自立に向けた関わり行動のタイプが異なることが
浮き彫りになった。
　また、「夫からのサポート（問45：夫は子の世
話に協力）」では、「問48：本人のことを周囲に伝
える」「問50：家族以外と交流させる」などに有
意な関連が見られ、夫からのサポートが、子ども
を社会で受け入れてもらえるような働きかけにつ
ながると推測できる。
　さらに、「夫以外からのサポート（問58：助け
てくれる人の有無）」を見ると、助けてくれる人
のいる母親は、周囲に本人のことを伝え（問48）、
家族以外と交流させ（問50）、地域活動に参加さ
せ（問51）、趣味の機会を作る（問52）など、本
人が社会とのっながりを持てるような関わりをし
ていることが分かった。他方、助けてくれる人の
有無と、子ども自身ができることを増やそうとい
うような自立の関わりには有意な関連が見られな
かった。これらのことから、夫及び夫以外からの
サポートにより、母親は他者への信頼を高め、わ
が子が社会とっながることに対して、より積極的
な行動にっながる可能性が考えられる。
　子の要因に目を向けると、「問3：療育手帳」
「問4：障害程度区分」「問9：入浴動作」「問
10：買物行動」といった「子の自立度」と、「問
15：一人で通学・通勤・外出する」「問16：家事
の手伝い」「問17：できることを自分でする」「問
18：規則正しい生活を送る」「問19：マナーを教
える」「問20：読み書きを教える」「問38：健常児
と同じ子育て」「問50：家族以外と交流させる」
「問52：趣味の機会を作る」において、おおむね
仮説どおりの有意な関連が見られ、「子の自立度
が高いほど、自立に向けた関わりが多い」という
ことが分かった。それに対して、「問48：本人の
ことを周囲に伝える」という項目と本人のADL
（問9：入浴動作）やIADL（問10：買物行動）
の間には有意な関連は見られず、「問3：療育手
帳」や「問4：障害程度区分」では、むしろ「子
の自立度が低い方が、母親は周囲に本人のことを
伝えようとしている」という結果であった。本人
の自立度が低い場合、母親は「本人のケアに関し
て周囲に理解してもらって、時には助けてもらわ
なければならない」と考えているのであろう。母
親がいなくても、周囲の人たちと直接関わること
ができる自立度の高い知的障害者とは違って、自
立度が低い場合は、母親が本人と周囲との橋渡し
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の役割を果たそうとしていることが窺える。
（5）結果の分析と考察
　「社会的ケアへの移行」に関連する要因につい
て、仮説どおりの結果が得られた主なものは以下
のとおりである。
①　「独立規範意識」の強い母親は「ケアを委ね
　ようという意向」が強い傾向にあり、「子の自
　立に向けた関わり」が多い。
　「知的障害があっても、成人すれば親から独立
することが望ましい」と考える母親は、日頃から
子どもの自立を促すように関わり、子どものケア
から手を引いて他者にケアを委ねていこうとして
いる。この「独立規範意識」にっいては、岡原
（1995：91）も「独立すべきという規範意識が親
にも子にもないから、ベタベタの関係が支配的に
なってしまう」と指摘している。独立規範意識な
どの母親の価値観が、子の自立や社会的ケアへの
移行に影響を与えている可能性が考えられる。相
談支援においては、母親の価値観や生活スタイル
などをも視野に入れたアセスメントが必要となろ
う。
②　「就労や地域活動」に多くの時間を使う母親
　は「ケアを委ねようという意向」が強く「子の
　自立に向けた関わり」が多い。
　この結果は、仁尾ら（2010）が、仕事を持っ母
親は子どもが一人で行動することを望み、子ども
と離れて過ごす時間が長いことを指摘したことと
一致している。仕事を持ち、地域で活動する母親
は、「母親としてのケア役割」のみに限定される
ことなく、多様な役割を担っているため、子ども
を手放すことで自分のアイデンティティが失われ
るという不安が少なく、ケアを委ねることに抵抗
感が少ないことが考えられる。また、仕事や地域
活動を通して家族以外と関わることが、他者や社
会全体への信頼感を高め、結果として、社会的ケ
アへの移行にっながる可能性もある。相談支援に
おいて「母親から社会へとケアの担い手を移行さ
せる」ためには、母親をケア役割に縛るのではな
く、母親が社会の中で役割を担えるような後押し
が、有効な働きかけとなるのではないか。
③　「子の自立度」の高い母親は「母子が離れる
　時間」が多く「ケアを委ねようという意向」が
　強く「子の自立に向けた関わり」が多い。
　子どもの知的障害が軽度であり、日常生活や社
会生活における自立度が高ければ、母子が離れる
時間も、当然ながら長くなる。子どもの自立に向
けた母親の関わりが、子どもの自立度をさらに高
める効果も期待でき、「ケアを委ねても大丈夫」
という感覚にっながっていくのではないか。一方
で、「子どもに重度の知的障害があり、自立度が
低い場合は、母親が常に子どもに付き添っている」
という結果は、先行研究でも指摘されてきた「母
親に知的障害者のケアを任せてきた社会的背景」
を浮き彫りにしたと言える。母親が子どもの自立
を促し、ケァを他者に委ねようと考えられるよう
な、地域における支援体制の必要性が示唆された。
④　「子の年齢」の高い母親は「ケアを委ねよう
　という意向」が強い。
　従来から指摘されていた「親の高齢化」と「親
亡き後の不安」が、この結果にも表れている。子
どもの年齢が高いということは、母親の年齢も高
いと想定できる。母親は自身の加齢や病気などに
伴って自分のケア能力に限界を感じ、その結果と
して、他者にケアを委ねることを具体的に考え始
めているのであろう。当然ながら、本人や親の年
齢が高いほど、社会的ケアへの移行に向けた支援
の緊急度は高く、本人や親の年齢は、相談支援に
おける重要なアセスメント事項となろう。
⑤　「経済的なゆとり」の大きい母親は「母子が
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　離れる時間」が多い。
　世帯平均月収や暮らし向きのゆとり感の高い場
合に、母子が平日に別々に過ごす時間が長いとい
う結果であった。今回の分析結果からは明らかに
できていないが、母親が就労していれば、収入は
高くなり、平日に母子が離れる時間が多くなるこ
とが予想できる。また、本人の自立度が高く、あ
る程度一人で行動できて、しかも経済的にゆとり
があれば、本人が仕事や日中活動の場を終えた後
に、お小遣いを持って自由行動を取ることもある
であろう。知的障害者のいる家族の経済的状態に
っいては、田中（2010：261）も「成人期におい
ても家族への経済的依存は継続し…　（中略）…
一般家庭と比較して経済的収入が低位におかれて
いる」と述べており、世帯の経済的状況が「社会
的ケアへの移行」に影響を与えていると推測でき
る。「経済的なゆとり」と「母子が離れる時間」
の関連については、他の要因が介在している可能
性があり、更なる分析の課題である。
　一方、仮説に反して、「母親役割意識」の強い
母親は「ケアを委ねようという意向」が強く「子
の自立に向けた関わり」が多い、という結果が得
られた。先行研究や相談支援従事者の聞き取り調
査からは、「母親としての役割意識が強いと、子
どものケアに熱心なあまり、子どもに対して過剰
に世話を焼き、ケアを一人で抱え込んでしまって、
他者にケアを委ねようとしなくなる」というシナ
リオが描かれていた（曽根　2002、井上・塩見
2005など）。しかし、今回のアンケート調査から
見えてきた母親像は、「子どもの自立度を高めよ
うとしっけや訓練に取り組み、他者にケアを委ね
ることを想定して準備をしようとする母親」で
あった。この点についても、今後の課題として追
究していく必要があろう。
V．まとめ
　本稿では、知的障害児・者の親に対するアン
ケート調査を通して、「母親によるケアから社会
的ケアへの移行に関連する要因」について分析・
考察してきた。本調査の限界としては、「アン
ケート調査の質問項目が多かったため、特に高齢
の親にとっては回答することの負担が大きく、回
収率が上がらなかったこと」、「親の会の会員が対
象となっており、親の会に入っていない人たちの
状況が反映されていないこと」、「A市という一
地域に限定した調査であり、この分析結果につい
ては、他地域を含めた一般化ができないこと」な
どが挙げられる。
　一方で、先行研究や相談支援従事者等からの聞
き取り調査では表れてこなかった、当事者である
親自身の声を拾うことができた。先行研究や相談
支援従事者への聞き取り調査では「母子密着」が
強調され、「社会的ケアへの移行」の阻害要因に
なると指摘されてきたが、今回の調査結果からは、
母親の価値観、子どもの属性、社会との関わり、
経済的状況等、多様な要因が絡み合って「ケアの
抱え込み」に至っている可能性が浮上してきた。
今後は、仮説とは異なる結果が出たものも含めて、
さらなる分析を進めていきたい。
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